
2006

5   /15
彦
根
市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
彦
根
市
条
例
」
に
基
づ
き
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
主
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
昨
年
12
月
15
日
か
ら
今
年
の
２
月

15
日
ま
で
公
募
し
た
結
果
、
自
治
会
、
企

業
か
ら
３
事
業
者
の
応
募
が
あ
り
、
彦
根

市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
な
ど
か
ら

な
る
選
考
委
員
会
で
選
考
の
結
果
、
小
泉

町
町
内
会
、
株
式
会
社
た
ね
や
の
２
事
業

者
を
４
月
20
日
に
表
彰
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画

推
進
事
業
者
を
表
彰

表
彰
を
受
け
た
株
式
会
社
た
ね

や
取
締
役
山
本
直
子
さ
ん(

右)

と
、
小
泉
町
町
内
会
長
中
村
昌

和
さ
ん(

左)

株
式
会
社
た
ね
や

積
極
的
な
女
性
の
採

用
や
、
女
性
管
理
職
の
登
用
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
企
業
内
保
育
園
と

し
て
「
お
に
ぎ
り
保
育
園
」
が
開
園
さ

れ
る
な
ど
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支

援
に
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

小
泉
町
町
内
会

男
女
共
同
参
画
担
当
者

が
中
心
と
な
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
に

係
る
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
、
住
民
啓

発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
役
員
へ

の
女
性
の
登
用
な
ど
男
女
共
同
参
画
の

視
点
で
の
実
践
的
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
交
流
課
☎
30-

６

１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
実
行

委
員
会
で
は
、
４
０
０
年
祭
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
利
用
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
事
業
所
の

ち
ら
し
や
、
自
治
会
の
行
事
な
ど
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
の
使
用
に
つ
い

て
は
事
前
に
実
行
委
員
会
の
承
認
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同
実
行
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４

０
０
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（

彦

根
城
築
城
４
０
０
年
祭
推
進
室
）
☎
30-

６
１

４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

ロ
ゴ
　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
し
︵
上
︶

と
有
り
︵
下
︶

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
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土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
を
守

る
た
め
、
平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
た

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
「
土
砂

災
害
警
戒
区
域
」「
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
」
が
市
内
の
計
８
か
所
で

追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

に
指
定
さ
れ
る
と
、
市
が
警
戒
避
難

体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
で
は
、

特
定
の
開
発
行
為
に
対
し
て
許
可
が

必
要
に
な
っ
た
り
、
建
築
物
の
構
造

の
規
制
や
移
転
の
勧
告
が
図
ら
れ
た

り
し
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
河
川
課

☎
30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番
、

湖
東
地
域
振

興
局
建
設
管
理
部
☎
27-

２
２
４

３
番
（
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
は

総
務
課
☎
30-

６
１

０
０
番
へ
）

土
砂
災
害（
特
別
）警
戒
区
域
が

追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た

荘
厳
寺
町
・
宮
田
町
・
甲
田
町

莊
厳
寺
町

▼
土
砂
災
害
警
戒
区
域
　
１
か
所
（
土
石

流
）、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
含
む

警
戒
区
域
　
３
か
所
（
土
石
流
）、
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
を
含
む
警
戒
区
域

１
か
所
（
急
傾
斜
地
の
崩
壊
）

甲
田
町
北
甲
田
地
区

▼
土
砂
災
害
警
戒
区
域
　
１
か
所
（
土
石

流
）

宮
田
町
西
山
地
区

▼
土
砂
災
害
警
戒
区
域
　
１
か
所
（
土
石

流
）、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
含
む

警
戒
区
域
　
１
か
所
（
急
傾
斜
地
の
崩

壊
）

平
成
19
年
歌
会
始
の
お
題

「
月
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）
を
横
長

に
使
い
、右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な

つ
き
）、
生
年
月
日
、
職
業
を
縦
書

き
で
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

い
。

②
病
気
や
身
体
障
害
の
た
め
自
書
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代

筆
ま
た
は
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
機
器
を
用
い
て
、
ま
た
、
視

覚
障
害
の
人
は
、
点
字
に
よ
り
詠

進
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

代
筆
の
場
合

別
紙
に
代
筆
の
理

由
、
代
筆
者
の
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ

い
。

ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
場
合

機
器
を
使

用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠

進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進

歌
は
失
格
と
な
り
ま
す
。

①
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

②
１
人
で
２
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

③
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌

と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た

短
歌
で
あ
る
場
合

④
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以

前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出

版
物
、
年
賀
状
な
ど
に
よ
り
発
表

し
た
場
合

⑤
詠
進
要
領
の
②
に
記
し
た
代
筆
の

理
由
書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、

同
筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠

進
歌

⑥
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業

を
書
い
て
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ

の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

詠
進
の
期
限

９
月
30
日
㈯
（
当
日

消
印
有
効
）

郵
便
の
あ
て
先

〒
１
０
０-

８
１

１
１

宮
内
庁
　
▼
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折
っ
て
封

入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。
※
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kunaicho.go.jp/

12/d12-08.htm
l

登
録
し
ま
し
ょ
う

銃
砲
刀
剣
類

美
術
品
、
骨
と
う
品
と
し
て
の
火

縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類
は
、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
よ
り

登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
登
録
が
さ
れ
て
い
な
い
銃

砲
・
刀
剣
類
は
他
人
へ
の
譲
渡
は
も

ち
ろ
ん
、
所
持
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
必
ず
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度
の
登
録
審
査
の
日
程

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
と
場
所
　
▼
６
月
８
日
㈭

大

津
合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議
室
（
大
津

市
松
本
一
丁
目
）

▼
10
月
19
日
㈭

文
化
産
業
交
流
会
館
第
２
会
議

室
（
米
原
市
下
多
良
二
丁
目
）

▼

平
成
19
年
２
月
15
日
㈭

大
津
合

同
庁
舎
７
Ｂ
会
議
室

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
で
す
。

登
録
希
望
者
が
持
参
す
る
も
の

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）

②
警

察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届
出
済

証
　
③
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ

き
６
、
３
０
０
円
）
ま
た
は
再
交

付
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
３
、
５

０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
文

化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５
２
８-

４
６
７
２
番

情報
掲示板

情報
掲示板

ひ
と
り
親
家
庭
の

子
育
て
を
支
援
し
ま
す

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
育
て
支
援
事

業
の
利
用
料
を
助
成
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
が
、
病

気
や
仕
事
な
ど
の
理
由
で
、
児
童
の

養
育
が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た
と

き
に
利
用
す
る
子
育
て
支
援
事
業
の

利
用
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
18

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

ひ
と
り
親
の
保
護
者

助
成
の
対
象
と
な
る
事
業

①
保
育

園
、
幼
稚
園
な
ど
へ
の
子
ど
も
の

送
迎
　
②
子
ど
も
が
軽
い
病
気
に

な
っ
た
と
き
の
預
か
り
　
③
保
護

者
が
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
行
事
に

参
加
す
る
と
き
の
子
ど
も
の
預
か

り
な
ど

助
成
額

助
成
の
対
象
と
な
る
子
育

て
支
援
事
業
の
利
用
金
額
の
２
分

の
１
（
た
だ
し
、
年
間
３
５
、０

０
０
円
を
限
度
と
し
ま
す
）

そ
の
他

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
助
成
の
対
象
と
な
る
事
業

に
つ
い
て
、
一
定
以
上
の
利
用
時

間
数
が
必
要
で
す
。

■
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を

支
援
し
ま
す

（
自
立
支
援
教
育
訓
練
補
助
金
）

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
、
自
分

に
合
っ
た
職
業
に
就
く
た
め
に
、
必

要
な
資
格
や
技
能
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
市
な
ど
が
指
定
す
る
教
育
訓
練

講
座
を
受
講
し
、終
了
し
た
と
き
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
る
母
子

家
庭
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
人
　
①
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
か
、
ま
た
は
、

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
で
定
め

る
受
給
者
本
人
の
所
得
制
限
限
度

額
未
満
で
あ
る
こ
と
　
②
受
講
開

始
日
の
時
点
で
、
雇
用
保
険
法
に

よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
資
格

を
有
し
て
い
な
い
こ
と
　
③
支
給

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
就
業
経

験
、
技
能
お
よ
び
資
格
の
取
得
状

況
、
な
ら
び
に
労
働
市
場
の
状
況

な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
当
該
者
が

受
講
を
希
望
す
る
教
育
訓
練
が
適

職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
　
④

過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
給
し
て

い
な
い
こ
と

助
成
額

教
育
訓
練
施
設
に
支
払
っ

た
教
育
訓
練
費
の
40
％
に
相
当
す

る
額
（
た
だ
し
、
20
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。
ま
た
、
支
払
っ
た
額

が
８
、０
０
０
円
以
下
の
場
合
は

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

そ
の
他

受
講
開
始
前
に
あ
ら
か
じ

め
対
象
講
座
の
指
定
を
受
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

児
童

家
庭
課
☎
23-

９
５
９
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

琵
琶
湖
浸
水
想
定
区
域
図
を

配
布
し
て
い
ま
す

防
災
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、

国
土
交
通
省
は
「
琵
琶
湖
浸
水
想
定

区
域
図
」を
平
成
17
年
６
月
に
指
定
、

公
表
し
ま
し
た
。「
琵
琶
湖
浸
水
想

定
区
域
図
」
は
、
過
去
に
最
も
被
害

を
も
た
ら
し
た
明
治
29
年
９
月
洪
水

を
も
と
に
、
今
後
起
こ
り
う
る
浸
水

の
状
況
を
予
測
し
た
も
の
で
す
。

浸
水
想
定
区
域
は
彦
根
市
の
一

部
も
含
ま
れ
、
該
当
す
る
自
治
会
な

ど
に
は「
琵
琶
湖
浸
水
想
定
区
域
図
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

農
家
の
皆
さ
ん
へ

麦
わ
ら
は
焼
か
ず
に
、

土
に
鋤す

き
込
み
ま
し
ょ
う

「
安
全
で
、
安
心
な
農
産
物
を
…
」

環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
と

も
に
、
消
費
者
の
嗜し

好こ
う

も
変
化
し
て

い
ま
す
。
化
学
肥
料
や
農
薬
の
使
用

を
減
ら
し
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
土
づ
く
り

が
重
要
で
す
。
土
づ
く
り
に
は
有
機

物
の
施
用
・
深
耕
・
土
づ
く
り
資
材

の
施
用
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
な
か
で
も
有
機
物
の
施
用
は
土

必
要
と
さ
れ
る
自
治
会
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
市
道
路
河
川
課
、
稲
枝

支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。

ま
た
彦
根
市
で
は
、「
琵
琶
湖
浸

水
想
定
区
域
図
」
を
も
と
に
、「
彦

根
市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。「
彦
根
市
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
今
年
度
中

に
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
河
川
課
☎

30-

６
１
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５

２
１
１
番

中
の
環
境
の
改
善
に
有
効
で
す
。

麦
の
耕
作
は
水
田
を
畑
地
化
す
る

た
め
、
地
力
が
消
耗
し
ま
す
。
最
近

は
、
水
田
に
有
機
物
を
施
用
す
る
こ

と
が
非
常
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
水
田
の
地
力
維
持
・
跡
作
大
豆

の
増
収
の
た
め
に
も
、
麦
わ
ら
は
焼

か
ず
に
鋤
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
麦
わ
ら
の
野
焼
き
は
、
煙

に
よ
り
周
辺
住
宅
の
環
境
や
道
路
の

通
行
に
支
障
を
き
た
し
、
二
次
災
害

の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課
☎

30-

６
１
１
８
番



ひこね第九合唱団

フルオーケストラで「大地讃
さん

頌
しょう

」を歌ってみませんか

参加資格 練習（９月から毎月４回、日曜日の18：30～

21：00）に参加できる人

※初心者を歓迎します（初心者向けの指導をします）

※楽譜は「カワイ出版」版を使います。

（希望者には実費であっせんします）

参 加 費 3,000円

申込期限 ８月１日㈫

申込方法 申込用紙（ひこね市文化プラザ、市役所１階受

付、支所・各出張所、各地区公民館、市民会館、みずほ

文化センターにあります）に必要事項を記入して、最寄

りの郵便局で振り込みの手続きをしてください。ひこね

市文化プラザ窓口でも受け付けます。

ひこね第九オーケストラ

募集人員 弦楽器（経験者）、管楽器（経験者、若干名）

※必要に応じて簡単なオーディションをします

申込方法、参加費、練習日、練習場所など詳しいことは、

下記までお問い合わせください。

第９回

ひこね市民手づくり第九演奏会
演奏会の日時 12月17日㈰ 14：00～

場所 ひこね市文化プラザ　グランドホール

演奏曲目

リヒャルト・シュトラウス作曲

交響詩「ドン・ファン」Op.20

大木惇夫作詞・佐藤眞作曲　

カンタータ『土の歌』から『大地讃頌』

ベートーヴェン作曲　　　　　　　　　　　

交響曲第９番二短調「合唱付」

指揮 藏野雅彦さん

独唱 尾崎比佐子さん（ソプラノ）

福原寿
す

美
み

枝
え

さん（アルト）

竹内公一さん　（テノール）

萩原次
つぐ

己
み

さん　（バス）

合唱指導 磨
とぎ

谷
や

真
ま

理
り

さん

問い合わせ先 ひこね市民手づくり第九演奏会実行委員会（ひこね市文化プラザ内）☎26-8601、FAX26-8602

◆第９回ひこね市民手づくり第九演奏会のホームページ　http://www.geocities.jp/hikonedaiku/
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〈つどいの趣旨〉身の周りにあるさまざまな矛盾や不合理に

気づき、人権意識の高揚を図り、家庭や地域、職場など、

あらゆるところで差別をなくす取り組みを強め、「人を人

として尊ぶ」明るいまちづくりを目指します 〈つどいの

期日〉12月９日㈯ 〈応募資格〉つどいの趣旨を理解し、

月１回程度の実行委員会に参加して、意欲を持って企画・

運営などに取り組める人 〈募

集人数〉若干人 〈申込期限〉５

月26日㈮ 〈申込・問い合わせ

先〉 教育委員会人権教育課☎

24-7971、FAX23-9190

〈「男女共同参画社会」って何でしょう〉男女が社会の対等

なパートナーとして、家庭、地域、職場などで、ともに責

任を担い合い、一人ひとりが個性や能力を発揮することが

できる社会のことです 〈「男女共同参画フォーラム」とは〉

この男女共同参画社会の実現を目指して、市民一人ひとり

が学習したり、話し合ったりする「つどい」の場です。企

画や運営は、公募による実行委員会が手作りで行います

〈実行委員の活動内容〉フォーラムの企画会議への参加（月

２回程度）、フォーラム開催当日の運営、男女共同参画に

関する研修の受講 〈フォーラムの期日・会場〉未定（実行

委員会で決めます）〈参加資格〉市内に在住・在勤・在学の

人　※経験の有無・性別を問いません 〈募集人数〉制限は

ありません 〈申込期限〉６月10日㈯ 〈申込・問い合わせ

先〉 男女共同参画センターウィズ☎24-3529（ファク

ス共用）、Ｅメール：with@ma.city.hikone.shiga.jp

オオトックリイチゴなど、城山のさまざまな種類の樹木

を観察します 〈日時〉５月28日㈰９：00～12：00（天候

により中止になることがあります）〈集合場所〉彦根城黒門

前（８：50までに集合）〈参加費〉無料〈申込・問い合わせ

先〉彦根自然観察の会☎28-3867（渡邊方）

地元でとれる食材を使って、伝統食の昔ながらの料理法

を学びます 〈日程・料理内容〉 ６月24日㈯ ふな

ずし漬けの実習、揚げ大豆のしょうゆ漬け、いさざ豆、ポ

テトサラダ　 ７月15日㈯ らっきょ漬け、しそご飯、

はす魚田、じゃが芋の団子汁みそ仕立て　※材料などの都

合により変更することがあります 〈時間〉いずれも10：00

～13：30 〈場所〉ひこね街なかプラザ（本町一丁目・四番町

スクエア）〈対象〉２回連続で参加できる人 〈定員〉20人

（申込者多数の場合は抽選）〈参加費〉2,000円（２回分）

と材料費 〈講師〉滋賀の食事文化研究会会員 〈申込期限〉

５月22日㈪（消印有効）〈申込方法・問い合わせ先〉往復は

がきの往信用の裏面に住所、名前（ふりがな）、年齢、電話

番号を書き、返信

用の表面に住所と

名前を書いて郵便

でひこね街なかプ

ラザ （〒 5 2 2 -

0064 本町一丁目

12-5）

☎27-7755、

FAX27-7766へ

２回目

１回目

彦根城樹木ウォッチング「差別をなくし人権を尊ぶ彦根市女性のつどい」実行委員

彦根市男女共同参画フォーラム実行委員

「湖国の伝統食」料理教室

中
学
生
は
人
生
の
な
か
で
、
初
め

て
「
自
分
探
し
」
を
始
め
る
時
期
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
学
生
た

ち
を
職
場
の
な
か
に
受
け
入
れ
て
、

親
や
教
師
と
は
違
っ
た
か
か
わ
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
は
、「
中
学
生
職

場
体
験
学
習
」
の
活
動
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
事
業
所
や
お
店
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
習
は
、
仕
事
を
体
験
す
る

こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
中
学
生
が
親
や
教
師
以
外
の
大

人
に
触
れ
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
「
地
域
の
子

ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
一
環
と
し

て
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

実
習
の
目
的

▼
仕
事
を
す
る
喜
び
や
尊
さ
、
働

く
意
義
や
大
変
さ
を
学
び
ま

す
。

▼
感
謝
の
心
を
育
て
、
自
律
性
を

高
め
る
と
と
も
に
、
将
来
へ
の

夢
を
育
み
ま
す
。

実
習
の
内
容

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

の
普
段
の
業
務
を
中
心
に
体
験

し
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
は
、

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
事
業
所

と
学
校
が
相
談
し
て
決
め
ま
す
。

実
施
予
定
日

▼
中
央
中
　
７
月
３
日
㈪
〜
７
日
㈮

▼
東
中
・
南
中
　
７
月
５
日
㈬
〜
８

日
㈮
、
10
日
㈪
、
11
日
㈫

▼
西
中
・
彦
根
中
　
11
月
９
日
㈭
、

10
日
㈮
、
13
日
㈪
〜
15
日
㈬

▼
鳥
居
本
中
・
稲
枝
中
　
11
月
９
日

㈭
〜
17
日
㈮
の
う
ち
の
５
日
間

そ
の
他

各
学
校
で
、
傷
害
補
償
、

賠
償
責
任
補
償
の
保
険
に
加
入
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

募　集 募　集

市内の遺跡での発掘作業をしていただきます。〈募集人

数〉10人 〈応募資格〉高校生を除く16歳以上の人で、発掘

調査に関する専門知識がある人、発掘調査の経験がある人

または発掘調査に関心がある人 〈業務内容〉遺跡の発掘調

査作業など〈登録期間〉６月１日～９月30日（この期間で、

必要に応じて雇用します）〈面接日時〉５月26日㈮９：30

〈面接会場〉市民会館（尾末町）〈申込期限〉５月25日㈭ 〈申

込方法・問い合わせ先〉平日の８：30～17：15に、電話

で 教育委員会文化財課☎26-5833、FAX26-5899

へ※必ず事前に申し込んでください

〈対象〉ハングルの学習を始めたいと思っている人 〈日時〉

６月３日～８月12日の毎週土曜日（６月24日を除く、全

10回）の10：00～11：30 〈場所〉市民会館２階会議室

〈定員〉20人（先着順）〈費用〉8,500円（テキスト代含む）

〈申込期間〉５月1７日㈬～同25日㈭の８：30～17：15

（日・月曜日を除く）〈申込方法・問い合わせ先〉電話かフ

ァクスで彦根市国際協会事務局☎22-1411（内線590）、

FAX22-1398へ

彦根市国際協会では、韓国春川市へ市民による訪問団を

派遣します。友好関係を結んでいる春川市内の国際交流団

体（春川ＰＴＰＩ）との交流などを通じて国際理解と親善

を深めます。〈派遣期間〉６月23日㈮～同25日㈰ 〈派遣

先〉春川市、ソウル市 〈参加資格〉彦根市内に在住、ま

たは在勤の18歳以上の人（高校生は除く、また70歳以上

の人は、訪問に耐えうると判断できる医師の診断書が必要

です）〈募集人数〉20

人（先着順）〈参加負

担金〉９５、０００円程

度 〈申込期間〉５月

23日㈫～同31日㈬まで

の毎日、8：30～17：

15（日・月曜日を除く、

また、定員になり次第

締め切ります。）〈申

込・問い合わせ先〉彦

根市国際協会☎22-

1411（内線５９０）へ

韓国・春
ちゅん

川
ちょん

市ツアー埋蔵文化財発掘作業員登録者

ハングル講座（初心者コース）

▲昨年の職場体験学習でベッドメイキングをす
る鳥居本中学校の生徒



行政相談委員は、国や、道路公団といっ

た特殊法人などに対する苦情や意見、要望

などを聞き、問題の解決や要望の実現を図

るとともに、寄せられた意見などをその後

の行政運営に生かす役割を担っています。

行政相談委員は、「苦情救済」と「広聴サ

ービス」の担い手です。

相談は無料で、個人の秘密は守られます。

手紙や電話でも相談できますので、お気軽

にご利用ください。

彦根市の行政相談委員

瀧
たき

川
がわ

市
いち

郎
ろ

兵
べ い

さん 野良田町77-3

☎43-3148

郡
こおり

田
た

きよ子さん 平田町185-39

☎23-1152
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日曜納税相談
納税課では、毎月１回、日曜納税相談

窓口を設けて、納税についての相談を受け

付けています。５月の日程は右の通りです。

日　時 ５月28日㈰10：00～16：00

場　所 納税課（市役所２階）

問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）

５月22日～28日

春季
行政相談
強調週間

。固定資産税の前納も受け付けています。 報奨金が交付されるのは納期内（５月31日まで）に納付するときだけです。ご注意ください。

『猫の手も借りたい 〜戦客万来〜』

第19回 カロム日本選手権大会参加者募集
日　　時 ６月18日㈰ 9：00～17：30

会　　場 市民体育センター

申込方法 大会チラシの郵便振替用紙に

より郵便局から入金または日本カロム

協会事務局（商工会議所３階・彦根青年会議

所事務局内）に参加費を持参して申し込

んでください。（大会チラシは同事務局、

各地区公民館にあります。）

※ダブルスも個人単位の申し込みが必要

ですのでご注意ください。

申込期限 ５月31日㈬（締め切り日の消印

有効、クラスごとに定員になりしだい

締め切ります。）

申込・問い合わせ先 日本カロム協会事

務局（〒522-0063 中央町3-8 彦根青年

会議所内）☎22-7522、FAX22-9018

月
30
日
㈯
到
着
分
ま
で
）
の
受
付
で
あ
れ

ば
、
４
月
分
ま
で
を
上
限
と
し
て
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
給
付

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
支
給
要
件
を
満
た

し
た
月
の
翌
月
以
降
分
だ
け
で
す
。

10
月
以
降
の
申
請
は
、
申
請
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１

階
④
番
窓
口
）、
支
所
、
各
出
張
所
（
養

育
者
が
公
務
員
で
あ
る
場
合
は
勤
務
先

に
、
市
外
に
住
所
が
あ
る
場
合
は
住
所

地
の
市
区
町
村
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
）

問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
☎
30-

６
１
３
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

３
月
31
日
、「
児
童
手
当
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
に

よ
り
、
児
童
手
当
の
支
給
の
対
象
と
な
る

児
童
の
年
齢
が
「
小
学
３
学
年
生
が
終
わ

る
ま
で
（
９
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
ま

で
）」
か
ら
「
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
ま
で
）」
に

拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
所
得
制
限
が
緩
和
さ

れ
ま
し
た
。（
改
正
後
の
所
得
制
限
限
度

額
は
表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
支
給
の
対
象
に

な
る
年
齢
の
児
童
が
い
る
世
帯
に
は
、
４

月
下
旬
に
制
度
改
正
の
案
内
と
請
求
書
な

ど
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
制
度

改
正
の
案
内
が
届
い
て
も
、
表
１
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
児
童
手
当

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
案
内
が
届
い
て
い
な
い
人
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
に
注
意
く
だ
さ
い

今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
児
童
手
当

を
受
給
で
き
る
人
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

９
月
30
日
㈯
ま
で
（
窓
口
で
の
提
出
は
９

月
29
日
㈮
ま
で
、
郵
送
に
よ
る
提
出
は
９
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健康で文化的な市民生活を支える水道事業。皆さんに、

水道についての理解と関心を深めていただくため、６月１

日㈭からの１週間を水道週間と

して、全国でさまざまな事業が

展開されます。

彦根市では、右のとおり、大

藪浄水場の施設見学会を開催し

ます。

大藪浄水場の施設見学会
日時 ６月４日㈰ ❶10：00～　❷13：30～

場所 大藪浄水場（八坂町）

内容 浄水の仕組みを実際に施設を見ながら学べます。ま

た、10：00～15：00は浄水場を開放しています。水道

に関する何でも相談コーナーや、出店コーナーなども開

催します。

申込・問い合わせ先

大藪浄水場☎22-

3324

水道部業務課

☎30-6127、

FAX24-4054

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

６月前半

１日㈭

２日㈮

５日㈪

６日㈫

７日㈬

８日㈭

９日㈮

12日㈪

13日㈫

14日㈬

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、
地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、
本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁
目（河原二丁目の一部を含む）、三津
幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今藏の町団地、八坂東団地、三津、海瀬
里根、外、戸賀、小泉、開出今藏の町団地、八坂東団地、野瀬、
西今、三津、海瀬、
芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋
後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大薮、開出今、西今、三津屋
中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城
町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、
須越
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、
中藪二丁目、中藪、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１
部）、和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂
稲枝（西）、服部、平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、清崎地区、
出路、田原、稲部（稲部）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【６月前半】

図書館休館日 ５日㈪、12日㈪日(水・祝)、10
日(月)

２日㈮

６日㈫

１日㈭

７日㈬

８日㈭

９日㈮

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地 駐 車 場
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
ＷＡっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

13日㈫

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

６月前半

１4日㈬
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００
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健康管理だより

福
井
さ
つ
き
ち
ゃ
ん

︵
野
田
山
町
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中

村

千ち

咲さ
き

ち
ゃ
ん

︵
栄
町
一
丁
目
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内

藤

佳か

耶や

ち
ゃ
ん

︵
日
夏
町
︶
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今月の納税

固定資産税（第１期）

軽自動車税（全期）

５月31日㈬までに納めましょう。

彦根市には、現在2、000人を超え

る外国籍の市民が暮らしています。

これらの外国籍市民の皆さんが、日

常生活を送るなかで、日本の習慣や、

制度などについて、気軽に相談でき

る電話相談窓口を開設します。対応

言語は、英語・ポルトガル語・中国

語で、相談できる内容や受付時間な

どは次のとおりです。

相談できる内容 日本の習慣や制度、

市役所などでの手続き、生活のな

かで困ったことなど

※相談の内容によっては、お受けで

きないことや、専門の機関を紹介

することがあります。

受付時間

英語　毎週水曜日

（５月17日開始）

ポルトガル語　毎週木曜日

（５月18日開始）

中国語　毎週金曜日

（５月19日開始））

※時間はいずれも10：00～12：30、

13：30～16：00です

相談専用電話 ☎27-2400

問い合わせ先 市民交流課☎30-

6113、FAX22-1398

ブラジルからの
新しい国際交流員が
到着しました
新しい国際交流員、畠

はた

野
の

クリス

チアーネ寛子さんが着任しました。

クリスチアーネさんは彦根市の

職員として、市の業務に関する文

書の翻訳や、通訳を中心に、国際

皆さん、始めまして。

４月から市役所で国際交流

員として勤務しています、畠

野クリスチアーネ寛子です。

私は、ブラジルの首都、ブ

ラジリアから来ました。日本

に来るのは３回目です。以

前は大阪に１年間留学

したことがあり、関

西の地域には少し

なじみがありま

す。実はそのとき

ツアーで彦根にも

来たことがありま

す。１日だけでした

が、彦根城と美しい環

境が印象に残っています。

長い歴史を持つ彦根と比べ、

私が生まれ育ったブラジリア

は、造られてから46年しかた

っていません。それまで何も

なかったところに建設された

ブラジリアは、人工の湖であ

るパラノア湖に囲まれた、き

れいな建物が建ち並ぶまちで

す。また、上空から見ると飛

行機の形をしています。

ブラジリアは彦根市で国際

交流員を勤めたこともある上

甲イウカさんが育った町でも

あるので彦根市の皆さんに

もなじみのあるまちだ

と思います。

私も先輩たちの

あとを継いで、４

月から市役所で国

際交流や、市内に

住んでいる主に南

米系の外国人の通訳

などをしています。や

りがいがある反面、責任の

ある仕事でもあります。一日

も早くこの新しい仕事と生活

に慣れるようがんばります。

市内で私を見かけることが

あったら気軽に声をかけてく

ださい。ブラジルのことにつ

いてお話しましょう。

交流業務に携わります。

また、ブラジル文化の紹介や、

外国籍市民の皆さんの生活相談

などの業務に従事します。


